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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
障がい学生支援室です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実際に、現時点で一番お願いすることが多いのは、耳が聞こえにくい学生に対しては，音声を文字化する，例えば，授業では，先生の話し声など，聞こえてきた音声を自動音声認識アプリが文字化するのですが，それをリアルタイムで修正する支援活動です。そのほか，聞こえてきた音声をPCや手書きで記述していくノートテイクの支援や，授業で使う映像などに字幕を付けるといった活動があります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
サポーター活動に興味のある方は，キャンパス・サポーターの手引きをご確認いただき，登録をお願いします。
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